
つかえる社会　5年「情報産業とわたしたちのくらし」

資料編：データの出どころと、メディア利用のいま

このプリントで使っている数字の出どころと背景をまとめました。先生向けの紙です（子どもに配る用ではありません）。QR

の先を大型提示装置で見せると、プリントの資料がそのまま「本物のデータ」につながります。

1　インターネットを利用している人のわりあい（2まい目のグラフ）

全体 6〜12歳 13〜19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上

85.6 83.7 96.9※ 97.8 98.8 98.1※ 96.9 90.4※ 69.8※ 33.1※

単位：%。※印＝プリントのグラフに使った階層。

出典：総務省「通信利用動向調査」（2024年調査・個人、n=35,852）。令和7年版情報通信白書 図表Ⅱ-1-11-3の数表から転記。

2　メディアの利用時間・目的・信頼度（2〜4まい目）

平日1日あたりの平均利用時間（全年代）

インターネット 181.8分

テレビ（リアルタイム） 154.7分

ラジオ 11.8分（紙面では省略）

新聞 9.0分

年代 テレビ インターネット

10代 39.7分 243.4分

40代 117.5分 200.3分

70代 310.7分 72.4分

目的（いちばん使うメディ

ア）
ネット テレビ 新聞

いち早く知る 54.4% 41.6% 7.7%

信頼できる情報を得る 29.9% 51.6% 14.3%

メディアとしての信頼度（全年代） 割合

新聞 59.9%

テレビ 58.2%

インターネット 27.0%

雑誌（紙面では省略） 15.7%

出典：総務省情報通信政策研究所「令和6年度 情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」（13〜79歳の1,800人・令和6年12月実施・令

和7年6月公表）。信頼度＝「全部信頼できる」「大部分信頼できる」と答えた人の合計。

3　背景と、授業でのつかいどころ

・数字の背景：平日の平均利用時間はインターネットがテレビを上回る状態が続き、令和6年度は休日の40代でもはじめて上

回りました。一方「信頼できる情報を得る」目的では今もテレビが1位、メディアとしての信頼度は新聞が1位。「速さはネッ

ト、確かさはテレビ・新聞」という使い分けの構図が実データに出ています。

・2まい目（グラフと表を読む）→ 3まい目（若い世代のネット化×放送局の見のがし配信を結びつける）→ 4まい目（「ネ

ットの情報はぜんぶ正しい？」を数字で問い直す）の順です。教科書（教育出版5年）の「メディアの変化と、放送局の取り

組み」「マスメディアとしての責任」の時間と接続できます。

注意：このプリントは2つの調査を使い分けています。利用率（2まい目のグラフ）＝「通信利用動向調査」（6歳以上）、利用時

間・目的・信頼度＝「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」（13〜79歳）。対象も方法もちがう調査なので、

数字を直接くらべないでください。どちらも毎年更新され、新しい数字はQRの先で確認できます。

4　一次資料へのリンク（QR）

総務省「通信利用動向調査」

www.soumu.go.jp/johotsusintokei/statistics/statistics05.html

総務省「情報通信メディアの利用時間と情報行動に

関する調査」

www.soumu.go.jp/iicp/research/results/media_usage-

time.html
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